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建物データ 省エネルギー性能 CASBEE評価 主要な採用技術（CASBEE準拠）
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サステナブル建築事例集／一般社団法人日本建設業連合会

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

Q2. 2. 耐用性・信頼性（常用・非常兼用コージェネレーション発電機，海水沖合自然導入方式）

Q3. 2. まちなみ・景観への配慮（新たなシンボルの形成，建物配置や形態のまちなみとの調和）

LR1.3. 設備システムの高効率化（熱源水ネットワーク，発電機熱回収，海水熱回収）

LR1.4. 効率的運用（クラウドBEMS，コミッショニングプロセス）

LR2.1. 水資源保護(井水処理による雑用水利用，飼育水のカスケード利用）

LR3.1. 地球温暖化への配慮(LCCO2削減）

BEI値 0.65, 0.58, 0.42

BPI値 0.68, 0.64, 0.53
(オルカ,ドルフィン, アクアライブ）

BELS★★★★★(3棟全て)

ZEB Ready認証(アクアライブ)

A. 環境配慮デザイン B. 省エネ・省CO2技術 C. 各種制度活用 D. 評価技術／FB

E. リニューアル F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産・施工との連携

I. 周辺・地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他

No. 13-083-2024作成

新築

その他（水族館）

神戸須磨シーワールド

熱・水・防災を軸として未来につなぐサステナブル・アクアリウム

Sランク

BEE=3.2 ,3.3 ,3.6
(オルカ,ドルフィン, アクアライブ）

CASBEE神戸

CASBEE街区 2023年度版

Sランク

東側より公園全体をみる

発注者 株式会社サンケイビル他５社＊註1

設計･監理 株式会社竹中工務店

TAKENAKA CORPORATION

施工 株式会社竹中工務店

Kobe Suma Sea World

所在地 兵庫県神戸市

竣工年 2024 年

敷地面積 40,638㎡

延床面積 23,674㎡

構造 RC造、SRC造、一部S造

階数 地上４階
BEE値・Q値・L値を編集してください
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設計担当者

建築：堀江渉、浜谷朋之、大平卓磨、梶村健、二宮卓也、西村陽太郎／構造：山本俊司、前川元伸、

髙山直行、爰野将児、内山元希、村上友規、馬場拓也、設備／上田真也、前田龍紀、原瀬拓也、

松永知大、山本剛志、飼育設備／坂本馨、松尾和哉

＊註1

株式会社サンケイビル、三菱倉庫株式会社、JR西日本不動産開発株式会社、

株式会社竹中工務店、阪神電気鉄道株式会社、芙蓉総合リース株式会社

水使用量の削減

展示総水量約13,000m3と国内有数の規模を誇るが、本計画地の特性上、飼育排水は全量公共下水道に放流する必要があり、下水イ

ンフラ負荷低減の観点から水使用量の削減が求められた。超節水型ろ過機（FMフィルター）の採用、飼育水のカスケード利用、高

度ろ過による飼育淡水の井水利用などを採用し、従来比46%の削減を達成した。

防災・BCP

前身の須磨海浜水族園での阪神・淡路大震災経験を踏まえ、電気・ガス・上水・海水取水インフラを強靭化し、災害時も飼育生物

の生命維持が継続出来るように計画した。海水は沖合自然導入方式によって、敷地内着水槽まで無動力取水を実現している。

熱源水ネットワークによる徹底した熱回収

多様な飼育生物に適した水温を維持するために、水族館は多大なエネルギーを消費する。本施設は東西300mに渡る事業用地に3つの

棟が配置され異なる熱需要が点在する。そこで棟内・棟間の熱回収を最大化・搬送動力を最小化する「熱源水ネットワーク」を構

築し、発電機排熱や海水排水からの熱回収を徹底することで、年間を通じて高効率な熱源システムを実現した。

環境配慮技術（3棟のネットワーク）

熱源水ネットワークシステム

超節水型ろ過機飼育水のカスケード利用

海水沖合自然導入インフラ系統

サステナブル・アクアリウム

前身の神戸市立須磨海浜水族園の施設老朽化を受けて、Park-PFI制度を活用した再整備が行われ、

2024年6月に神戸須磨シーワールドとしてグランドオープンした。「『つながる』エデュテインメ

ント水族館」をコンセプトに、公園との一体感や松林保全に配慮した３棟構成として、展示を巡り

ながら周辺環境の魅力を体感できる建築とした。環境技術を駆使し、生物福祉と省エネ・節水・

BCPを両立。施設全体のエネルギー消費を35%削減し、CASBEE街区Sランク、BELS ZEB Ready（アク

アライブ）など各種環境認証を取得している。1957年の初代須磨水族館から地域に親しまれてきた

歴史を受け継ぎ、未来へとつないでいく。 省エネ計算結果

熱源

飼育

空調,換気

照明

その他
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35%削減

オルカ
スタディアム

ドルフィン
スタディアムアクアライブ

スタジアム暑熱対策システム
井水／海水熱利用による観客席の冷却

＜各棟共通＞熱源水ネットワークによる熱融通
非常時：低高温送水による熱供給
コージェネと中圧ガスによるBCP性の確保

除湿・除塩システムによる
バックヤードの換気空気質の改善

＜ネットワーク＞ 水熱源マルチによる高COP運転 / 水冷外調機による高COP運転とVAV制御
飼育熱源と熱源水カスケード利用によるポンプ動力レス水冷空調
井水海水利用による節水 /密回避等感染防止対策:画像センサーによる密集粋の見える化

着水槽

取水管（推進管）

取水動力不要

取水先端

階段護岸

潜堤

電気 ガス 上水

オルカ・イルカ・アクアライブへ
電源供給

関西電力より
33,000V受電
特 別 高 圧 予 備
二 回 線 受 電(             )

受水槽ガバナ

コージェネ発電機
常用・非常用兼用

400kW×2台

発電

コージェネ
冷却塔

熱源へ
ガス供給

レストラン給湯器へ
ガス供給

断水時井水バイパス
※JRA基準には

合致しないため緊急処理用

井水処理
設備

冷却水

市水本管より
上水供給

( 3 棟 個 別 に 引 込 )

中圧Aガス導管より
中圧ガス供給

防 災 負 荷 予 備 燃 料
と し て 認 定(                )      
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取水ろ過器

魚類系 海獣系

イルカ

オルカ FMフィルター

FMフィルター

砂ろ過器砂ろ過器

取水管取水先端 着水槽

一次ろ過海水貯留槽

新鮮海水
貯留槽 再利用貯留槽 魚類系

海水排水
貯留槽

再利用貯留槽
海獣系
海水排水
貯留槽

排水貯留槽

海水補給
ろ過循環
排　　水

下水放流

洗浄排水
貯留槽

洗浄排水
貯留槽

オルカスタディアム

ドルフィンスタディアム

アクアライブ

イルカオーバーフロー再利用：
海水使用量削減

魚類オーバーフロー再利用：

超節水型濾過器の使用：

P

P

P

P

P

海水使用量削減

水冷チラー ターボ冷凍機 水熱源
マルチエアコン

排熱回収型
吸収冷温水機

水冷チラー

ドルフィンスタディアム
季節により需要変化

オルカスタディアム
年間冷却需要

アクアライブ
多様な水槽により冷温需要が混在

冷温水供給
冷温水
同時供給

冷水供給

冷却塔 冷却塔 冷却塔温水
ヒーター

棟内空調棟内空調棟内空調

熱源水ネットワーク
（15~30℃）

棟内の
冷温負荷を
熱回収

棟内の
冷温負荷を
熱回収

棟内の
冷温負荷を
熱回収

冷温水供給

コージェネレーション
発電機

排熱により
冷水製造

排熱
融通

発電時の排熱

排水貯留槽

下水放流前に
海水から熱回収

夏期：
冬期：冷却

冷却
加熱
加熱

水熱源
マルチエアコン

水熱源
マルチエアコン

加熱
冷却夏期：

冬期： 冬期：冷却
冷却夏期：

水冷チラー 水熱源
マルチエアコン

水冷チラー 水熱源
マルチエアコン

ターボ冷凍機 水熱源
マルチエアコン

夏期：
冬期：

夏期：
冬期：

夏期：
冬期：
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